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｢インターKX財務会計4 Ver.4.１ ｣での対応内容をご案内します。 

 

1.バージョンアップについて 

インターKX 財務会計4    ・・・Ver.4.0 以降 

＊電子申告プログラム「InterKX 財務会計 4 Ver.４.0.e３」「InterKX 財務会計 4  Ver.４.0.e３ａ」
をお使いの場合 

電子申告プログラムVer.４.0.e3、e3ａをお使いのお客様の場合は、InterKX財務会計 Ver.4.1へ

のバージョンアップ後に、電子申告プログラムVer.e4のセットアップが必要となります。電子申告

プログラムVer.e4が公開されてから、InterKX財務会計のセットアップを行ってください。 

電子申告プログラムを含めたバージョン表示は「Ver.4.１0.e４」となります。 

２.データの利用について 

＊データの受け渡し処理の注意事項 

InterKX 財務会計 Ver.3.0 以降、財務応援 Super/Lite Ver.7.0以降で作成したデータを使用する

ことが可能です。 

※「データ共有サービス」(会計 Weplat)を利用する場合は、InterKX 財務会計 Ver.４.0 以降、財務応援

Super/Lite Ver.8.0以降でなければ利用することはできません。また今回機能アップされる項目

は、双方の財務のバージョンアップが必要となります。 

3. システムでの機能アップ内容について 

●元帳・試算表印刷の機能追加 

１．総勘定元帳の補助有科目印刷有無指定の対応 

総勘定元帳の印刷時に、補助科目の発生がある主科目を印刷するか否かを設定する機能を追

加します。補助元帳を印刷するケースで、該当の主科目の総勘定元帳が不要な場合は、元帳

初期設定の補助有科目「2.印刷しない」を選択することができます。 

２．元帳・試算表のプレビュー後の戻り画面変更 

元帳や試算表の印刷プレビュー画面を閉じるとメインメニューに戻っていましたが、作成条

件を指定する画面に戻るように変更しました。 

 ・総勘定元帳  

・B4 試算表／合計残高（自動編集）／Ｌ型 B4 試算表／合計残高試算表（個人形式）／ 

月次財務報告書 

●消費税申告書の様式対応  
1. 申告書様式変更対応 
税務署で配布している消費税申告書（一般、簡易共）にあわせて、右上の税務署処理欄に

「翌年以降送付不要」の欄を追加しました。 

 

 

 

 

 

2.「モノクロ印刷（枠無）対応 

消費税申告書印刷に「モノクロ印刷（枠無）」を追加しました。A4 白紙用紙にモノクロプ

リンターで印刷して、税務署で OCR 処理できるモノクロ版の消費税申告書（一般用／簡易課

税用）の様式に対応しました。モノクロ OCR 消費税申告書は OCR の枠がない様式です。 

｢インターKX財務会計4｣機能アップ対応版（Ver.4.1） 概要 

バージョン表記について 
「Ver.4.１」のように小数点以下 2 桁目
は省略して記載している箇所があります。正確
なバージョンはシステム起動後の［ヘルプ］

-［バージョン情報］で確認できます。 
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●消費税の「売上科目明細表」「仕入科目明細表」からの個別元帳確認・訂正対応  
消費税の「売上科目明細表」「仕入科目の明細表」の各科目明細行から＜5 個別元帳＞で個

別元帳・訂正画面を開けるようになりました。個別元帳画面で仕訳の訂正後、「売上科目明

細表」「仕入科目明細表」に戻ると、変更後の金額が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●減価償却費年次繰越の自動化対応  
期末更新後、最初の青色申告書の起動時に、繰越処理の有無を選択できるよう対応しました。 

従来の＜6 年次繰越＞は、＜Ctrl＞＋＜6 年次繰越＞へ移動しました。 

●会社送受信、仕訳送受信解除機能  
会社送受信や仕訳送受信をしている会社データの通信状態を解除する機能を追加しました。 

●バックアップ・リストア機能の充実  
１．バックアップ／リストア時の処理件数表示 

次のバックアップ／リストア処理を行う際に、【終了した件数／全体の件数】を表示するよう

に対応しました。 

・全社一括バックアップ ・選択バックアップ ・会社データの移動 

・リストア（ＨＤ→他ＨＤ） 

 ２．1 社単位のバックアップ／リストア機能 

1 社単位でバックアップ／リストアする機能を追加しました。 

●補助科目名の摘要欄へのコピー  
伝票入力時で補助科目が入力された時に、その補助科目名を摘要欄へコピーする機能を追加し

ました。また＜11.伝票入力・訂正＞または＜14.個別元帳・訂正＞画面で＜ＳＨＩＦＴ＞＋ 

＜０入力環境＞に「補助科目名コピー する／しない」の選択を追加しました。 

●ＭＡＰ連動データ作成機能の充実  
これまでは MAP 連動データ作成時に、「Ｂ４規定科目順序」しか選択できませんでしたが、「試

算表（全科目）順序」「推移表（全科目）順序」から選択できるように対応しました。 

●帳票の線の太さ設定機能の対応  
帳表印刷を行う際に、罫線の太さを１０段階で調節できる機能を追加しました。 

一度設定した印刷条件はＰＣごとに保存されますので、次回起動時も前回の設定が有効です。 

印刷プレビュー画面でマウスの右クリックしたメニューから「線の太さ指定」を選択すると次

の画面になります。設定は点線、細線、太線を各１０段階の中から設定できます。 
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●データ共有機能の充実  
１．マスタ規制の変更 

データ共有の「共有マスタ規制」で規制「1.する」と選択し、顧問先のログイン ID でログ

インした場合は、すべてのマスタで変更できませんでしたが、補助科目と摘要について登録

変更できるように対応しました。 

２．1 社同時入力データの対応 

データ共有を行っているデータでも 1 社同時入力ができるように対応しました。なお、会計

事務所と顧問先との 1 社同時入力は従来通り行えません。 

●Windowsユーザーごとのメニューカスタマイズ対応  
メニューのカスタマイズの取り込みをWindowsのログインユーザーごとに行うように変更し

ました。これにより、ＶＰＮサービス等を利用されている場合、ログインするユーザーごとに

機能を規制することができます。 

●仕訳送受信会社での会社チェック機能の対応  
仕訳送受信で、異なる会社データの仕訳の受け取りができてしまうことがありました。 

このようなことを防ぐために、センターと出先の会社データの組み合わせをチェックする機能

を追加しました。 

●電子マニュアルの変更  
電子マニュアルに「基礎編」を追加しました。また「今回の変更点」について「次回以降、起

動時にこのウィンドウを表示しない」のチェックボックスを追加しました。 


